
第37回野々市じょんからまつり
第70回石川県民体育大会
【トピックス】米林宏昌監督の最新映画が公開中

第37回野々市じょんからまつり第37回野々市じょんからまつり第37回野々市じょんからまつり第37回野々市じょんからまつり第37回野々市じょんからまつり第37回野々市じょんからまつり第37回野々市じょんからまつり第37回野々市じょんからまつり第37回野々市じょんからまつり第37回野々市じょんからまつり第37回野々市じょんからまつり第37回野々市じょんからまつり第37回野々市じょんからまつり第37回野々市じょんからまつり第37回野々市じょんからまつり第37回野々市じょんからまつり第37回野々市じょんからまつり

色鮮やかに舞う夏の夜
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w

【
一
般
の
部
】

  

市
長
賞

  

町
の
故
事
語
る
じ
ょ
ん
か
ら
踊
り
の
輪 

中
村　
珠
栄

  

商
工
会
会
長
賞

  

鍬
を
振
る
手
も
て
祭
の
桴ば
ち
ふ
る
ふ 

　
松
原
八
重
子

  

北
國
新
聞
社
賞

  

月
明
り
哀
調
募
る
踊
唄 

笹
野　
清
孝

【
児
童
・
生
徒
の
部
】

  

金
賞

  

せ
み
の
声
い
ろ
い
ろ
な
音
コ
ー
ラ
ス
だ 

三
村　
　
環

  

銀
賞

  

か
き
氷
た
べ
る
と
あ
た
ま
キ
ン
キ
ン
だ 

三
村　
　
環

  

お
ま
つ
り
で
く
じ
び
き
や
る
と
大
当
た
り 

田
中　
綾
乃

  

伝
統
を
歌
っ
て
お
ど
っ
て
受
け
つ
ご
う 

詠　
　
航
大

  

銅
賞

  

夏
休
み
か
ぞ
く
で
え
が
お
つ
く
ろ
う
ね 

杉
本
亜
理
沙

じ
ょ
ん
か
ら
ま
つ
り
共
催
事
業

野
々
市
じ
ょ
ん
か
ら
俳
句
大
会　
78
人
203
句
の
俳
句

今年も関西野々市会からうちわを
寄贈いただきました。

  ＶＲ震災体験コーナー

今年のじょんからまつりも盛会に終える
ことができました。市民の皆さんのご理
解とご協力に感謝し、心から御礼申し上
げます。

野々市じょんからまつり実行委員会

来場者の声

長
縄
跳
び
大
会

優
勝

徳
用
Ａ

（
47
回
）

第
２
位

稲
荷
Ａ

（
32
回
）

第
３
位

本
町
五
丁
目
Ａ

（
25
回
）

来場者の声

広報写真アルバム
２次元バーコード

ひたすら逃げていまし
た。Nintendo Switch
がもらえてうれしいで
す。

水鉄砲合戦  野々市の乱
優勝者

今日は家族でまつりを楽し
みに来ました。ユニークな
出し物や抽選会を毎年楽し
みにしています。

角さん親子

小松さん家族
園児踊りをきっかけ
に会場を訪れるよう
になりました。まつ
りの楽しい雰囲気を
味わっています。

優勝は狙っていな
かったけど、勝つこ
とができました。す
ごく楽しかったです。

ただただうれしいで
す。賞金で親とご飯
に行きます。

おにごっこ
じょん走中
優勝者

100人水飲みバトル
優勝者

  じょんからデジタルアート

  じょんからふれあいコンサート   国際交流コーナー   ボーカルダンスユニットG.U.M   寺井赤音氏トークショー

  おにごっこ　じょん走中   水鉄砲合戦　野々市の乱   空手演舞（正樹道場）   100 人水飲みバトル

第
37
回

  飲食コーナー

  子ども和太鼓　小嵐

  のっティ登場

　
７
月
28
日
㈯・29
日
㈰
、文
化
会
館
フ
ォ

ル
テ
周
辺
で
第
37
回
野
々
市
じ
ょ
ん
か
ら

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
昼
は
お
に
ご
っ
こ
や
水
鉄
砲
合
戦
、
ス

テ
ー
ジ
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
ダ
ン
ス
発
表

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、

夜
の
じ
ょ
ん
か
ら
踊
り
で
は
、
華
や
か
な

着
物
に
身
を
包
ん
だ
大
勢
の
参
加
者
が
見

事
な
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
は
両
日
と
も
大
盛
況
で
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
約
３
万
３
千
人
が
訪

れ
、
野
々
市
の
盛
夏
を
楽
し
み
ま
し
た
。

  飲食コーナー

  飲食テナント

  大道芸人によるパフォーマンス

  踊れ！じょんから・la
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一般の部
参加23チーム

富樫賞　本町２丁目つばき
椿　賞　太平寺サンフラワー

じょんから踊り大会　結果 子どもの部
参加11チーム

とがし賞　本町５丁目つばきっ娘
つばき賞　御経塚つばきガールズ

野々市じょんから賞
本町５丁目じょんから娘。 ローズマリー 野々市

　　じょんから踊り
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「
未
来
に
も
平
和
を
」

野
々
市
中
学
校
３
年 

白
馬
　
優
樹

　
僕
は
昔
か
ら
、
戦
争
の
話
題
が
大
の
苦

手
だ
っ
た
。
写
真
や
絵
、
文
章
で
も
、
す

ぐ
に
気
分
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
う
。「
戦

争
を
、
二
度
と
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い

う
事
は
分
か
っ
て
い
た
が
、「
実
際
に
、

ど
う
い
う
事
が
起
こ
っ
た
の
か
」
は
、
あ

ま
り
知
ら
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
原

爆
の
こ
と
を
知
る
た
め
、
今
回
の
平
和
の

旅
に
の
ぞ
ん
だ
。

　
ま
ず
、広
島
に
到
着
し
て
思
っ
た
事
は
、

と
て
も
街
が
き
れ
い
で
、
活
気
が
あ
る
な

と
い
う
事
だ
。
ま
た
、
こ
ん
な
に
美
し
い

街
が
、
本
当
に
、
か
つ
て
原
爆
が
落
と
さ

れ
た
広
島
な
の
か
、
と
も
思
っ
た
。
し
か

し
、
原
爆
ド
ー
ム
を
見
る
と
、
広
島
は
長

い
間
悲
劇
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
乗
り
越
え

て
き
た
の
だ
と
感
じ
た
。

　
原
爆
資
料
館
や
平
和
記
念
公
園
を
見
学

し
た
り
、
お
話
を
聴
い
た
り
し
た
。
遺
品

の
三
輪
車
や
制
服
を
見
る
と
、
過
去
の
、

普
通
の
生
活
が
目
に
浮
か
ん
で
く
る
よ
う

だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
が
一
瞬
で
無

く
な
っ
た
事
実
は
、あ
ま
り
に
も
残
虐
で
、

胸
が
痛
ん
だ
。
そ
し
て
、
今
、
当
た
り
前

の
よ
う
に
生
活
し
て
い
る
の
が
、
ど
れ
だ

け
幸
せ
な
事
か
、
改
め
て
実
感
し
た
。

　
は
じ
め
に
書
い
た
よ
う
に
、
僕
は
戦
争

の
話
題
が
大
の
苦
手
だ
。
そ
れ
で
も
、
今

後
の
平
和
の
こ
と
を
考
え
る
た
め
に
は
、

考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
、
学
ば
な
く
て

は
い
け
な
い
と
思
っ
た
。
二
度
と
あ
の
惨

状
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
、
被
爆
地
を
訪

れ
、
核
兵
器
の
恐
ろ
し
さ
を
知
り
、
ど
う

す
れ
ば
戦
争
が
無
く
な
る
の
か
考
え
る
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
。
平
和
へ

の
扉
を
開
け
る
、
重
要
な
鍵
と
な
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
世
界
か
ら
、
核
兵
器
は

も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
の
戦
争
や
兵
器
が
無

く
な
る
た
め
に
。

「
平
和
へ
の
近
道
」

布
水
中
学
校
３
年 

宮
田
　
友
結

　

剥
が
れ
た
皮
膚
。
道
に
転
が
る
死
体
。

黒
い
雨
。
平
和
な
今
を
生
き
る
私
に
は
、

ど
ん
な
に
考
え
て
も
こ
ん
な
地
獄
の
よ
う

な
光
景
が
、
想
像
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
、
平
和
の
旅
を
終
え
た
今
な
ら
、
そ

の
悲
惨
さ
を
少
し
理
解
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
気
が
し
ま
す
。

　

私
は
、
今
回
の
旅
で
核
兵
器
の
恐
ろ

し
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

た
っ
た
一
瞬
で
多
く
の
人
の
命
を
奪
い
、

未
だ
に
被
爆
者
の
心
身
を
む
し
ば
ん
で
い

ま
す
。「
そ
ん
な
悲
劇
を
二
度
と
繰
り
返

し
て
は
な
ら
な
い
」と
い
う
強
い
思
い
が
、

今
の
平
和
に
つ
な
が
っ
て
い
る
ん
だ
と
思

い
ま
す
。

　
原
爆
ド
ー
ム
を
訪
れ
た
と
き
、
私
は
ま

る
で
戦
争
中
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
を
し

た
か
の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
周
り
の
建

物
は
現
代
的
に
な
っ
て
い
る
な
か
、
原
爆

ド
ー
ム
だ
け
は
た
だ
そ
こ
で
原
爆
の
威

力
、戦
争
の
悲
惨
さ
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。

　
戦
争
や
原
爆
に
関
す
る
建
物
は
、
原
爆

ド
ー
ム
や
平
和
記
念
資
料
館
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
折
り
鶴
タ
ワ
ー
な
ど

の
近
代
的
な
建
物
も
、
主
に
若
い
人
に
向

け
て
、
平
和
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
る
も

の
で
す
。
こ
う
し
た
様
々
な
工
夫
を
こ
ら

し
後
世
に
も
、
8
月
6
日
の
悲
劇
を
伝
え

て
い
く
の
で
す
。

　
平
和
の
旅
を
終
え
て
、
私
は
「
世
界
が

よ
り
平
和
に
な
る
方
法
」を
考
え
ま
し
た
。

世
界
に
は
ま
だ
紛
争
や
内
紛
が
多
く
存
在

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
無
く
す
た
め
に

は
、
一
人
一
人
が
平
和
を
考
え
、
想
う
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
私

は
今
回
の
旅
で
学
ん
だ
事
を
家
族
や
友
人

な
ど
、
よ
り
多
く
の
人
に
伝
え
て
い
き
ま

す
。
そ
れ
が
、
平
和
へ
の
第
一
歩
と
な
る

こ
と
を
私
は
知
っ
た
の
で
す
。

　
８
月
６
日
㈪
、
野
々
市
・
布
水
中
学
校
か
ら
13
人
の
生
徒
が
広

島
市
の
平
和
記
念
式
典
に
参
加
し
、
平
和
へ
の
祈
り
を
捧
げ
ま
し

た
。
式
典
前
日
の
５
日
㈰
に
は
、
原
爆
の
子
の
像
の
前
で
野
々
市

中
学
校
の
志
波
絃
音
さ
ん
が
自
身
の
思
い
を
つ
づ
っ
た
平
和
宣
言

文
を
読
み
上
げ
、
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
す
る
と
と
も
に
、
市

内
小
中
学
校
や
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
折
り
鶴
を
捧
げ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
生
徒
２
人
の
感
想
文
を
紹
介
し
ま
す
。

平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て

　
〜
平
和
都
市
宣
言
推
進
事
業「
平
和
の
旅
」〜

陸
上
競
技　
一般
男
子　
第
２
位　
一般
女
子　
第
７
位

壮
年
男
子　
第
３
位　
壮
年
女
子　
第
５
位

水
泳　
一般
男
子　
第
６
位　
一般
女
子　
第
４
位

壮
年
男
子　
第
５
位　
壮
年
女
子　
第
８
位　

水
球　
一般
男
子　
第
３
位

軟
式
野
球
（
ブ
ロ
ッ
ク
制
）　
一般
男
子　
第
２
位　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス　
一般
男
子　
入
賞
な
ら
ず

一般
女
子　
入
賞
な
ら
ず　
壮
年
男
子　
ベ
ス
ト
８

壮
年
女
子　
入
賞
な
ら
ず

テ
ニ
ス　
一般
男
子　
ベ
ス
ト
８　
一般
女
子　
ベ
ス
ト
４

壮
年
男
子　
入
賞
な
ら
ず　
壮
年
女
子　
ベ
ス
ト
８

バ
レ
ー
ボ
ー
ル　
一
般
女
子　
入
賞
な
ら
ず　
壮
年
男
子　

入
賞
な
ら
ず　
壮
年
女
子　
入
賞
な
ら
ず

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（一般
男
子
は
ブ
ロ
ッ
ク
制
）

一般
男
子　
ベ
ス
ト
８　
一般
女
子　
入
賞
な
ら
ず

壮
年
男
子　
第
１
位　
壮
年
女
子　
ベ
ス
ト
８　

卓
球　
一
般
男
子　
入
賞
な
ら
ず　
一
般
女
子　
入
賞
な
ら

ず　
壮
年
男
子　
入
賞
な
ら
ず

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン　
一般
男
子　
第
２
位

一般
女
子　
ベ
ス
ト
８

　

輪
島
市
を
主
会
場
に

石
川
県
民
体
育
大
会
夏

季
大
会
が
、
８
月
11
日
、

12
日
に
開
催
さ
れ
、
市

か
ら
６
９
５
人
の
選
手

と
役
員
が
参
加
し
ま
し

た
。
２
月
に
行
わ
れ
た

冬
季
大
会
の
結
果
と
合

わ
せ
、
男
子
は
総
合
第

６
位
、
女
子
は
総
合
第

９
位
で
し
た
。

（
敬
称
略
）

男　子 女　子
市町名 得点 市町名 得点

第１位 金沢市 2101 白山市  1364
第２位 白山市 1846 金沢市  1293.50
第３位 小松市 1449 小松市 1249.25
第４位 能美市  1411.5 かほく市 998.25 
第５位 かほく市 1337 能美市 900.5
第６位 野々市市 1249.5 加賀市 890
第７位 加賀市 1241 津幡町  884.75
第８位 七尾市 1169.7 七尾市  877.5
第９位 津幡町 1136 野々市市 805.75
第10位 中能登町 925.5 志賀町  545
※冬季大会と夏季大会の総合成績です

第 70回　石川県民体育大会
男子は総合第６位、女子は総合第９位

剣
道　
一
般
男
子　
入
賞
な
ら
ず　
一
般
女
子　
入
賞
な
ら

ず　
壮
年
男
子　
入
賞
な
ら
ず　
壮
年
女
子　
ベ
ス
ト
８　

柔
道　
一般
男
子　
第
５
位　
壮
年
男
子　
第
３
位

弓
道　
一般
男
子　
第
７
位　
一般
女
子　
入
賞
な
ら
ず

壮
年
男
子　
第
７
位　
壮
年
女
子　
第
３
位

バ
ド
ミ
ン
ト
ン　
一般
男
子　
入
賞
な
ら
ず

一般
女
子　
入
賞
な
ら
ず　
壮
年
男
子　
ベ
ス
ト
８　

壮
年
女
子　
ベ
ス
ト
８

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（一般
男
女
、
壮
年
男
子
は
ブ
ロ
ッ
ク
制
）

一般
男
子　
第
１
位　
一般
女
子　
第
２
位

壮
年
男
子　
第
１
位

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル　
一般
男
子　
ベ
ス
ト
８

ラ
グ
ビ
ー　
一般
男
子　
第
３
位　
壮
年
男
子　
ベ
ス
ト
８

自
転
車　
一般
男
子　
第
３
位

ス
キ
ー
（
冬
季
）　
一
般
男
子　
第
５
位　
一
般
女
子　
第
４

位　
壮
年
男
子　
第
３
位　
壮
年
女
子　
第
７
位

サ
ッ
カ
ー
（一般
は
ブ
ロ
ッ
ク
制
）　
一般
男
子　
第
１
位

壮
年
男
子　
入
賞
な
ら
ず

山
岳　
一般
男
子　
第
６
位　
一般
女
子　
第
２
位

壮
年
男
子　
第
１
位　
壮
年
女
子　
第
１
位

ク
レ
ー
射
撃　
一般
男
子　
第
６
位

壮
年
男
子　
入
賞
な
ら
ず

ボ
ウ
リ
ン
グ　
一
般
男
子　
入
賞
な
ら
ず　
一
般
女
子　

第

５
位　
壮
年
男
子　
第
２
位　
壮
年
女
子　
第
７
位

少
林
寺
拳
法　
一般
男
子　
第
５
位　
一般
女
子　
第
５
位

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル　
壮
年
男
子　
入
賞
な
ら
ず　

ゴ
ル
フ　
一般
男
子　
第
６
位　
一般
女
子　
入
賞
な
ら
ず

壮
年
男
子　
第
６
位　
壮
年
女
子　
第
３
位　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ　
一般
男
子　
第
５
位　
一般
女
子

入
賞
な
ら
ず　
壮
年
男
子　
入
賞
な
ら
ず

壮
年
女
子　
第
６
位

武
術
太
極
拳　
一般
男
子　
第
６
位　
一般
女
子　
第
１
位

壮
年
男
子　
第
４
位　
壮
年
女
子　
第
４
位

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ　
一般
男
子　
第
６
位　
一般
女
子　
第
５
位

壮
年
男
子　
入
賞
な
ら
ず　
壮
年
女
子　
入
賞
な
ら
ず

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス　
一般
男
子　
入
賞
な
ら
ず

一般
女
子　
第
３
位

セ
ー
リ
ン
グ　
一般
男
子　
ベ
ス
ト
８

レ
ス
リ
ン
グ　
一般
男
子　
第
３
位

空
手
道　
一般
男
子　
入
賞
な
ら
ず

壮
年
男
子　
入
賞
な
ら
ず

銃
剣
道　
一般
男
子　
第
４
位　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー　
一般
男
子　
入
賞
な
ら
ず　

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ　
一般
男
子　
入
賞
な
ら
ず

一般
女
子　
入
賞
な
ら
ず

イ
ン
デ
ィ
ア
カ　
一般
女
子　
第
３
位

壮
年
女
子　
第
５
位

綱
引　
一般
男
子　
第
７
位　
一般
女
子　
第
５
位

ペ
タ
ン
ク　
一般
男
子　
第
８
位

壮
年
男
子　
入
賞
な
ら
ず

　

８
月
６
日
㈪
、
野
々
市
・
布
水
中
学
校
か
ら
13
人
の
生
徒
が
広

島
市
の
平
和
記
念
式
典
に
参
加
し
、
平
和
へ
の
祈
り
を
捧
げ
ま
し

た
。
式
典
前
日
の
５
日
㈰
に
は
、
原
爆
の
子
の
像
の
前
で
野
々
市

中
学
校
の
志
波
絃
音
さ
ん
が
自
身
の
思
い
を
つ
づ
っ
た
平
和
宣
言

文
を
読
み
上
げ
、
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
す
る
と
と
も
に
、
市

内
小
中
学
校
や
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
折
り
鶴
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
２
人
の
感
想
文
を
紹
介
し
ま
す
。

平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て

平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て

　
〜
平
和
都
市
宣
言
推
進
事
業「
平
和
の
旅
」〜

　
〜
平
和
都
市
宣
言
推
進
事
業「
平
和
の
旅
」〜

女　子
市町名 得点
白山市  1364
金沢市  1293.50
小松市 1249.25
かほく市 998.25 
能美市 900.5
加賀市 890
津幡町  884.75
七尾市  877.5
野々市市 805.75
志賀町  545

※冬季大会と夏季大会の総合成績です

　

一
般
男
子
　

入
賞
な
ら
ず
　

一
般
女
子
　

入
賞
な
ら

ず
　

壮
年
男
子
　

入
賞
な
ら
ず
　

壮
年
女
子
　

ベ
ス
ト
８
　

　

一般
男
子
　

第
５
位
　

壮
年
男
子
　

第
３
位

　

一般
男
子
　

第
７
位
　

一般
女
子
　

入
賞
な
ら
ず

壮
年
男
子
　

第
７
位
　

壮
年
女
子
　

第
３
位

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
　

一般
男
子
　

入
賞
な
ら
ず

一般
女
子
　

入
賞
な
ら
ず
　

壮
年
男
子
　

ベ
ス
ト
８
　

壮
年
女
子
　

ベ
ス
ト
８

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（一般
男
女
、
壮
年
男
子
は
ブ
ロ
ッ
ク
制
）

一般
男
子
　

第
１
位
　

一般
女
子
　

第
２
位

壮
年
男
子
　

第
１
位

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
　

一般
男
子
　

ベ
ス
ト
８

　

一般
男
子
　

第
３
位
　

壮
年
男
子
　

ベ
ス
ト
８

一般
男
子
　

第
３
位

（
冬
季
）
　

一
般
男
子
　

第
５
位
　

一
般
女
子
　

第
４

位
　

壮
年
男
子
　

第
３
位
　

壮
年
女
子
　

第
７
位

（一般
は
ブ
ロ
ッ
ク
制
）
　

一般
男
子
　

第
１
位

壮
年
男
子
　

入
賞
な
ら
ず

　

一般
男
子
　

第
６
位
　

一般
女
子
　

第
２
位

壮
年
男
子
　

第
１
位
　

壮
年
女
子
　

第
１
位

　

一般
男
子
　

第
６
位

壮
年
男
子
　

入
賞
な
ら
ず

　

一
般
男
子
　

入
賞
な
ら
ず
　

一
般
女
子
　

第

５
位
　

壮
年
男
子
　

第
２
位
　

壮
年
女
子
　

第
７
位

壮
年
男
子
　

入
賞
な
ら
ず
　

壮
年
女
子
　

入
賞
な
ら
ず

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
　

一般
男
子
　

入
賞
な
ら
ず

一般
女
子
　

第
３
位

セ
ー
リ
ン
グ
一般
男
子
　

ベ
ス
ト
８

レ
ス
リ
ン
グ
一般
男
子
　

第
３
位

空
手
道
一般
男
子
　

入
賞
な
ら
ず

壮
年
男
子
　

入
賞
な
ら
ず

銃
剣
道　

一般
男
子
　

第
４
位
　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
　

一般
男
子
　

入
賞
な
ら
ず
　

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
　

一般
男
子
　

入
賞
な
ら
ず

一般
女
子
　

入
賞
な
ら
ず

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
一般
女
子
　

第
３
位

壮
年
女
子
　

第
５
位

綱
引　

一般
男
子
　

第
７
位
　

一般
女
子
　

第
５
位

ペ
タ
ン
ク
　

一般
男
子
　

第
８
位

壮
年
男
子
　

入
賞
な
ら
ず

7　広報野々市　2018．9月号 広報野々市　2018．9月号　6



　
　
　
１
０
０
０
万
円
以
上
（
税
込
み
）

７
月
分
入
札

■ 

戸
籍
総
合
シ
ス
テ
ム
・
ブ
ッ
ク
レ
ス
機

器
等
賃
借
業
務

予
定
価
格　
２
３
７
３
万
６
２
４
０
円

落
札
価
格　
２
１
６
２
万
５
２
０
円

落
札
者　

 
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
㈱

■ 

野
々
市
市
西
部
中
央
土
地
区
画
整
理
事

業　
野
々
市
中
央
公
園
西
線
街
路
築
造

工
事　
第
２
工
区

予
定
価
格　
２
９
９
７
万
円

落
札
価
格　
２
８
４
０
万
４
０
０
０
円

落
札
者　

 

㈱
升
方
工
務
店

■ 

下
水
道
管
渠
耐
震
化
工
事　
本
町
第
二

処
理
分
区　
第
１
工
区

予
定
価
格　
１
３
１
４
万
３
６
０
０
円

落
札
価
格　
１
２
４
７
万
４
０
０
０
円

落
札
者　

 

㈱
河
合
組

■  

30-

12　
西
部
中
央
土
地
区
画
整
理
事

業
に
伴
う
配
水
管
布
設
工
事　
第
１
工
区

予
定
価
格　
２
９
８
７
万
２
８
０
０
円

落
札
価
格　
２
７
４
７
万
５
２
０
０
円

落
札
者　
大
智
㈱

■ 

30-

13　
西
部
中
央
土
地
区
画
整
理
事

業
に
伴
う
配
水
管
布
設
工
事　
第
２
工
区

予
定
価
格　
１
０
８
０
万
円

落
札
価
格　
１
０
１
５
万
２
０
０
０
円

落
札
者　
㈱
中
川
設
備
工
業

■ 

公
共
下
水
道
事
業
実
施
設
計
業
務　
第

１
工
区
（
中
林
地
区
）

予
定
価
格　
１
８
０
７
万
９
２
０
０
円

落
札
価
格　
１
６
９
５
万
６
０
０
０
円

落
札
者　
㈱
共
同
設
計

■ 

公
共
下
水
道
事
業
実
施
設
計
業
務　
第

２
工
区
（
西
部
中
央
地
区
）

予
定
価
格　
１
４
３
４
万
２
４
０
０
円

落
札
価
格　
１
２
９
２
万
７
６
０
０
円

落
札
者　

 

㈱
東
洋
設
計

入
札
結
果

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

■
市
社
会
福
祉
協
議
会
基
金
へ

▽
匿
名
の
方
か
ら　
　
　
３
万
４
９
８
円

▽
直
喜　
節
子
様
か
ら　
　
　
　
５
千
円

ご 

寄 

附

　
６
月
１
日
付
の
高
齢
者
叙
勲
で
、
市
内

か
ら
１
人
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

叙
勲
受
章
者

叙
勲
受
章
者

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

高
齢
者
叙
勲

横
山　
平
八
郎  

氏
（
本
町
２
）

野
々
市
町
議
会
議
長

な
ど
を
歴
任
し
、
地

方
自
治
の
進
展
に
貢

献
さ
れ
た
。
ま
た
、

社
会
福
祉
協
議
会
理

事
長
と
し
て
住
民
の

福
祉
向
上
に
貢
献
さ

れ
た
。

旭
日
単
光
章

表
彰 

　

永
年
に
わ
た
り
住
民
自
治
組
織

の
拡
充
と
自
治
活
動
の
振
興
に
寄

与
さ
れ
、
住
民
の
福
祉
向
上
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
た
。

宮本　一郎   氏
（本町１）

県
知
事
表
彰

■ 

第
66
回
石
川
県
消
防
操
法
大
会

７
月
28
日
㈯

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

　
優
勝　
野
々
市
市
消
防
団
第
２
分
団

（
第
26
回
全
国
消
防
操
法
大
会
出
場
決
定
）

大
会
結
果

第７回市美術展
第７回市美術展の主な結果を紹介します。

（敬称略）

一
般
の
部

市
長
賞　
　
　
　
　
　
前
畑　
信
雄

議
長
賞　
　
　
　
　
　
吉
井　
京
子

教
育
長
賞　
　
　
　
　
徳
野　
照
子

文
化
協
会
長
賞　
　
　
白
井　
邦
子

美
術
文
化
協
会
長
賞　
髙
桑　
奈
美

北
國
新
聞
社
長
賞　
　
宮
波　
正
行

野
々
市
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
池　
良
夫

野
々
市
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田　
晴
光

協
会
員
の
部

美
術
文
化
協
会
員
奨
励
賞

　
　
　
　
　
　
奥
谷
恵
美
子

　
　
　
　
　
　
小
松　
繁
行

　
　
　
　
　
　
魚
住　
紀
扇

　
　
　
　
　
　
吉
田
悠
紀
子

　
　
　
　
　
　
酒
井　
紳
一

ジ
ュ
ニ
ア
の
部

金
賞

　
　
　
　
　
　
中
村
の
の
か

　
　
　
　
　
　
田
中　
悠
椰

　
　
　
　
　
　
西
川　
十
思

　
　
　
　
　
　
田
中　
皓
貴

　
　
　
　
　
　

西
川　

十
思

　
　
　
　
　
　

田
中　

皓
貴

野
々
市
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
賞

野
々
市
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　

金沢工業大学「プロジェクトデザインⅡ」
成果報告会
　８月６日㈪、情報交流館カメリアで金沢工業
大学の必修科目「プロジェクトデザインⅡ」の
成果報告会が行われました。プロジェクトデザ
インⅡは市から提供された行政課題の解決策を
金沢工業大学の２年生が提案するもので、今年
は「消防団員の増加」や「つばきの郷公園の賑
わい創出」など７つの課題に取り組みました。
　報告会では、市職員に対し、学生が解決策を

提案。参加した学生は「１学期の間、案を練っ
てきたが、自分たちの考えだけで実行するのは
難しいと感じた。今日は違う視点の考えを聞く
ことができ、とても参考になった」と充実した
表情で語りました。

 　
結
核
は
、
明
治
か
ら
昭
和
20
年
代
ま
で

の
間
、「
国
民
病
」
と
し
て
恐
れ
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
50
年
前
ま
で
は
死
亡
原
因
の

第
1
位
で
し
た
が
、
医
療
や
生
活
水
準
の

向
上
に
よ
り
、
結
核
は
完
治
で
き
る
時
代

９
月
��
日
〜
��
日
は

　
　
　
　
結
核
予
防
週
間

健 康 通 信
に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、

今
で
も
1
日
に
50
人
の
新

し
い
患
者
が
発
生
し
、
5

人
が
命
を
落
と
し
て
い
る

重
大
な
感
染
症
で
す
。
日

本
全
体
の
感
染
者
数
は
約

２
千
万
人
と
推
定
さ
れ
て

お
り
、
石
川
県
で
は
毎
年

１
０
０
人
以
上
の
患
者
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

 　
結
核
菌
が
体
内
に
入
っ
て
定
着
す
る
の

が「
感
染
」で
す
。結
核
菌
に
感
染
し
て
も
、

通
常
は
免
疫
の
働
き
に
よ
っ
て
結
核
菌
は

抑
え
込
ま
れ
、
発
病
し
な
い
場
合
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
何
ら
か
の
理
由

で
免
疫
の
働
き
が
低
下
す
る
と
、
体
内
に

潜
ん
で
い
た
結
核
菌
が
活
動
を
始
め
、
増

殖
を
抑
え
ら
れ
な
く
な
る
と
「
発
病
」
に

い
た
り
ま
す
。

　
発
病
し
た
人
の
咳
や
く
し
ゃ
み
に
よ
っ

て
結
核
菌
が
体
の
外
に
排
出
さ
れ
る
と
、

そ
の
空
気
中
に
漂
っ
て
い
る
結
核
菌
を
吸

い
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
周
り
の
人
が
感

染
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
（
空
気
感
染
）。

発
病
し
や
す
い
の
は
、
主
に
免
疫
の
働
き

が
未
熟
あ
る
い
は
低
下
し
て
い
る
、
乳
幼

児
や
高
齢
者
で
す
。

 　
発
病
し
て
初
め
に
起
こ
る
症
状
は
、咳
、

痰
、
微
熱
、
体
の
だ
る
さ
な
ど
で
す
。
初

期
症
状
は
か
ぜ
に
似
て
い
ま
す
。
症
状
が

問い合わせ
◆健康推進課
☎248－3511

結
核
に
つ
い
て
知
ろ
う
！

2
週
間
以
上
続
き
、
軽
快
と
悪
化
を
繰
り

返
す
場
合
は
、
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
咳
が
出
る
と
き
に
は
マ
ス
ク
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
病
状
が
進
行
す
る
と
、
や
が
て
血
痰
が

出
る
、
息
苦
し
い
、
寝
汗
が
ひ
ど
い
、
食

欲
減
退
、
体
重
減
少
な
ど
が
起
こ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
特
に
高
齢
者
は
倦
怠
感
が

続
い
た
り
、
急
に
や
せ
衰
え
て
弱
っ
て
き

た
ら
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　
結
核
の
予
防
に
は
、
乳
幼
児
の
Ｂ
Ｃ
Ｇ

ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
が
有
効
で
す
。
対

象
の
人
に
は
市
か
ら
接
種
券
が
送
ら
れ
る

の
で
、
生
後
1
歳
ま
で
の
間
に
必
ず
接
種

し
ま
し
ょ
う
。

　
市
の
肺
が
ん
検
診
で
も
65
歳
以
上
の
人

を
対
象
に
結
核
検
診
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
毎
年
検
診
を
受
診
し
、
肺
に
異
常
が

な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
日
常
生
活
で
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
、
適
度
な
運
動
、
十
分
な
睡
眠
を
と

り
、
免
疫
力
を
高
め
る
こ
と
で
結
核
の
発

病
を
予
防
で
き
ま
す
。肺
を
守
る
た
め
に
、

タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
結
核
と
診
断
さ
れ
て
も
、
6
カ
月
間
毎

日
き
ち
ん
と
薬
を
飲
め
ば
治
り
ま
す
。
し

か
し
途
中
で
服
薬
を
や
め
て
し
ま
う
と
、

治
ら
な
い
ど
こ
ろ
か
、
菌
が
抵
抗
力
を
つ

け
て
薬
が
効
か
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
薬
は
指
示
通
り
、
き
ち
ん
と
服
用
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

結
核
は
ど
ん
な
病
気
？

か
ぜ
に
似
た
症
状
が
起
こ
る

「
感
染
」と「
発
病
」の
違
い

予
防
接
種
と
検
診
で
結
核
予
防
！
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広
告
欄

０７６－２４６－５１０５
ご予約・お問い合わせ

野々市市横宮町１４－４６　定休日：月曜日
営業時間：11:00 ～ 15:00（14:00　Ｌ．Ｏ）
　　　　　17:00 ～ 21:00（20:00　Ｌ．Ｏ）

5/12
リニューアル
オープン！

山
ご
ぼ
う
御
膳

　
　
　
　
　
松
　
２
０
０
０
円

　
　
　
　
　
竹
　
１
５
０
０
円

釡
め
し
御
膳

　
　
　
　
　
あ
ゆ

　
　
　
　
　
と
り

　
　
　
　
　
か
に

　
　
　
　
　
し
ゃ
け

　
　
　
　
　
　
　
１
５
０
０
円
〜

代表：西山

公立保育園非常勤職員募集
勤 務 地：市内公立保育園
資　　格：保育士資格
勤務時間：8:30～17:15（休憩１時間）
※シフト有、7:15～19:00の間
　実働7時間45分
給　　与：月給161,400円
※最初の１カ月間は時間給1,029円
待　　遇：賞与、通勤手当、
　　　　　健康保険、雇用保険
勤 務 日： 週休２日制
　　　　　隔週月２回土曜日勤務

 子育て支援課　☎227－6076

広告募集中
１　枠：5.6㎝×5.6㎝
掲 載 料 ：月額２万円（税込）
※６カ月連続掲載で10万円

（１カ月無料）
入稿方法：完成原稿
問い合わせ
市民協働課（☎227－6056）

Dreamsぼくの夢、わたしの夢

かがやく瞳

　先日、環境安全課の職員とのっティによる、「ごみ分
別・リサイクル教室」が行われ、年長、年中児が参加し、
ごみを分別することの大切さを学びました。分別された
ごみが何に変身(リサイクル)するかをクイズ形式で教え
てもらい、ペットボトルが卵パック、広告のチラシが絵
本などに変身することが分かり、子どもたちは「すごい
ね！」と目をキラキラさせていました。
　ペットボトルのキャップ約800個でポリオワクチン1
回分になることから、御経塚保育園では以前からキャッ
プの回収を行っています。年長児のクラスでは今回のリ
サイクル教室がきっかけとなり、「キャップをいっぱい集
めよう！目指せ50個！」と目標を立てました。早速、家

からキャップを持って来てくれた子どもたち。３日であっ
という間に100個を超え、目標達成！そこで、次は「目
指せ500個！」と数を増やし、今では2千個に達しよ
うとしています。これが２回分のワクチンになることを子
どもたちに伝えると、「これで2人助かるね」と顔を見
合わせて喜んでいました。このように身近に取り組める
ことから始めることで、ごみの分別・リサイクルに対す
る関心が高まるのだと感じました。今後は家庭でも率先
してごみの分別を行ってくれることでしょう。
　保育園では今後、みんなの地球のために少しでもごみ
を減らし環境を守っていけるよう、家庭で分別したごみ
を再利用した廃材遊びを取り入れていきたいと思います。

みんなの地球のために

御経塚保育園

陸
上
自
衛
官
に
な
り
た
い

大
畑 

海
斗
く
ん   

野
々
市
小
学
校
４
年
生

看
護
師
に
な
り
た
い

熊
谷 

芽
衣
さ
ん   

館
野
小
学
校
４
年
生

学びの杜ののいち カレード　野々市市立図書館
〒921-8845　太平寺四丁目156番地 　　☎248ー8099
開館時間：午前９時～午後 10時
休館日：毎週水曜日、12/29 ～ 1/3

たくさんの謎がかくれている日本の昔話。
浦島太郎のカメ、桃太郎のイヌ、金太郎の
クマという脇役=サブキャラたちがもうひ
とつの昔話を語りはじめ…。3編のうちあ
け話を収録した短編集。

●特集展示（児童）「おじいちゃん、おばあちゃんの本」
　いつも優しいおじいちゃん、おばあちゃん。9月 17日は敬老の
日です。今月は敬老の日にちなんでおじいちゃんやおばあちゃんの
登場する絵本や物語を集めてみました。孫と遊んだり、ケンカした
り、絵本の中のおじいちゃんおばあちゃんも大活躍です。

サブキャラたちの日本昔話
斉藤　洋／作　広瀬　弦／絵
偕成社　2018.7

Book Review
おすすめの本
児童向け

休館日：毎週水曜日、12/29 ～ 1/3

　　うさこちゃんおはなし会（３歳以上対象）
　　９月４日㈫　16:00 ～ 16:30
　　９月８日、22日㈯　11:00 ～ 11:30

　　ピヨピヨおはなし会（０・１・２歳対象）
　　９月４日㈫、20日㈭　10:30 ～ 11:00

　　ストーリーテリング（３歳以上対象）
　　９月 15日㈯　14:30 ～ 15:00

おはなし会コーナー
会しなはお

　　ストーリーテリング（３歳以上対象）

音楽スタジオ
定員 50人、申込不要

　　10月６日㈯　13:30 ～ 16:20
　　「冨樫物語」

会映上

代表取締役社長　黒木 康生

情熱、技術、そして挑戦
～ Design for the Future ～

野 々 市 支 店 長 　浦　 正光

本　社 金 沢 市 泉 本 町 2 丁 目 1 2 6 番 地
T E L 　 0 7 6 - 2 4 3 - 8 2 5 8 （ 代 ）

支　店 野々市･富山･新潟･上越･関東･長野･中京･関西
和歌山･福井･仙台･七尾･小松･加賀･白山･能美

Ｈ　Ｐ h t t p : / / n i h o n k a i . c o . j p /

野々市検定
新しい発見があるかも！？野々市のことをどれくらい知っていますか？

正解は

ページ

第
１
問

第
３
問

第
２
問

90 14

第 37回野々市じょんからまつりで初登場した催しは？
A　おにごっこ　じょん走中　　　B　チビッコ広場
C　水鉄砲合戦～野々市の乱～　　D　長縄跳び　　　

今年の県民体育大会。一般男子の部で見事優勝を果たした
競技は？
A　陸上競技　　　　B　バスケットボール
C　ソフトボール　　D　軟式野球

市出身のアニメ映画監督・米林宏昌氏の最新作「カニーニ
と○○○○」。○に入るのは？
A　カニーナ　　B　カニーヌ
C　カニーネ　　D　カニーノ

Topicsトピックス
　８月 14 日㈫、市出身のアニメーション
映画監督・米林宏昌氏が故郷の野々市市を
訪れ、自身も監督として参加するスタジオ
ポノックの最新映画「ちいさな英雄－カニ
とタマゴと透明人間－」（公開中）につい
て語りました。
　今回の映画は３人の映画監督が作る３つ
の短編作品で構成され、米林監督はカニの
兄弟を題材とした大冒険ファンタジー「カ
ニーニとカニーノ」を手掛けました。
　学びの杜ののいち　カレードでのサイン
会に出席した米林監督は「自分にとって初
めての短編作品で、限られた時間の中で伝
えたいことは何かを意識して製作した。登
場するキャラクターの動きや表情に注目し
てほしい」と作品の魅力を語りました。全
国の映画館で絶賛上映中のこの映画、県内
ではイオンシネマ金沢フォーラス（金沢市）
で見ることができます。

米林宏昌監督の最新作が公開中！

米林監督が原画を描いたパオの中で子どもたちと撮影

多くの人が集まったサイン会 「カニーニとカニーノ」のワンシーン
©2018 STUDIO PONOC
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涼しげなきもの姿がとっても似合っています。

おいしいカレーに夢中！あっという間に食べ終わりました。

ゆかたで伝える日本の夏
外国人の着付け体験
　「外国人のための日本語教室 inののいち」では、７
月18日㈬に情報交流館カメリアでゆかたの着付け体験
を行いました。このイベントは外国人に日本文化を気
軽に楽しんでもらいたいと企画されたものです。過去
には七夕飾りの製作なども行われており、日本の文化
に親しむ良い機会となっています。この日着付けを体
験した王天嬌さんは「きものを初めて着ました。すて
きですね」と話しました。今後も書道体験など魅力的
なイベントの開催を予定しています。

地元の野菜はやっぱりおいしい！
サマーカレー給食
　７月20日㈮、市内小中学校の給食で野々市産の野
菜を使ったサマーカレーが登場しました。サマーカレー
給食は、地元の食材を通じて地域の自然や文化への理
解を深め、食に対する感謝の気持ちを育むために平成
18年から実施しています。今年は隠し味に翠星高校の
生徒が作ったヤーコンジャムが使われました。菅原小
学校では６年生の児童が野菜生産者や翠星高校生徒と
交流。児童からは「野菜が甘くておいしかった」「苦手
な野菜も食べやすかった」と満足の声が聞かれました。

夏休みの特別なクリエイティブ体験
こどもミュージアム 2018
　７月下旬から８月上旬の４日間、学びの杜ののいち
カレードでこどもミュージアム2018が開催されまし
た。ののいちはぐドットネット運営委員会が主催した
この催しには４日間で約90人の小学生が参加。他校の
児童との交流に戸惑う子もいましたが、一緒に音楽バ
ンドを組んだり、カメラマンになって果物や友達の写
真を撮影するなど、体験を通じてすぐに打ち解けまし
た。単に体験するだけでなく、みんなの前で発表する
場面もあり、子どもたちは大きく成長したようでした。

災害時の心強い味方
災害廃棄物の収集運搬等に関する協定締結式
　８月１日㈬、市と㈱トスマク・アイは「災害廃棄物
の収集運搬等に関する協定」を締結しました。災害時
の廃棄物収集・運搬の協力を得ることにより、災害か
らの早期復旧が期待できます。粟市長が「災害復旧の
第一歩は廃棄物の処理から始まる。この協定は市民の
安心につながるもので大変ありがたい」と感謝を述べ
ると、㈱トスマク・アイの藤井代表取締役社長は「災
害に対する準備をしっかりと整え、万が一の際は使命
感を持って取り組みたい」と決意を語りました。

発表に使う写真はみんなで意見を出し合って選びました。

今回の協定締結で、市の災害協定締結数は48となりました。

ツエーゲン金沢に熱い声援を！
野々市市ホームタウンサンクスデー
　７月25日㈬、西部緑地公園陸上競技場（金沢市）で
サッカーＪ２リーグに所属するツエーゲン金沢と横浜
FCの試合が行われました。昨年好評だった野々市市ホー
ムタウンサンクスデーが今年も実施され、市内在住の親
子1,000組が無料で招待されたほか、市内在勤・在学
者も特別価格で観戦。5,445人が訪れた試合では、ゴー
ルポストに当たる惜しいシュートを放つなど、ホームの
ツエーゲン金沢が優勢に試合を進めましたが得点を奪う
ことはできず、０－０の引き分けに終わりました。 ホームの大声援を受け、最後までゴールを狙いました。

世にも奇妙な不思議の世界へ
大人のためのおはなし会
　ののいち子ども読書の日の７月23日㈪、学びの杜の
のいち　カレードでは初の試みとなる大人のための朗
読会がありました。大きな照明を落とした夕刻の薄暗
い室内、雰囲気のあるランプだけがいくつか灯る中で、
参加者18人は聞こえてくる怪しげな話を静かに楽しみ
ました。カレードサポーターが朗読した小泉八雲の『怪
談』や泉鏡花の『蓑谷』などは効果的なBGMや光の
演出も相まって雰囲気抜群。参加者らは口々にとても
良かったと話し、好評を博したイベントとなりました。気持ちの入った語りで私たちを奇怪な世界へといざないます。

まちの話題

皆さんの周りの楽しい話題やイベントなどの
情報を教えてください。
市民協働課（☎227－6056）

涼しい音色と人の集まり  賑わいの喜多家
風鈴づくり体験
　８月４日㈯に重要文化財喜多家住宅で風鈴づ
くりが開催されました。参加者や講師の金沢工
業大学の土田教授、ゼミ生など総勢約50人が
参加し、蚊取り線香が香るどこか懐かしい雰囲
気の中で、夏の風物詩が完成。
　「金沢風鈴」と名づけられている今回の風鈴
は、真鍮のパイプと５円玉が触れることで音が
なる仕組み。パイプをそれぞれ違う長さに切る
ことで、異なる音色を楽しめる工夫がされてい
ます。夏の喜多家に、涼やかな音色と楽しい声
が溢れるひとときが流れました。
　姉妹で参加した野々市中学校３年生の中谷さ
んは「ガラスの風鈴は見たことがあるが、紙で
作れることにびっくり。夏っぽい模様を書きま
した」と楽しそうに話していました。

１．完成した風鈴は喜多家の縁側と郷土資料館に飾りました。
２．細かい作業は土田ゼミの学生がフォロー 
３．風鈴を通して世代を超えた交流が生まれました。

1

2 3
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個人情報保護のため本人・ご家族の希望があったものを掲載しています

※住民基本台帳に記載されている数字です

H30.7.14 ～ H30.8.15 受付分

■７月末現在の人口（　）は前月比
人　口 52,410 人 （＋ 51）
　男 26,479 人 （＋ 15）
　女 25,931 人 （＋ 36）
世帯数 23,406 世帯 （＋ 23）

■７月中の人の動き
　転　入 252 人
　転　出 214 人
　出　生 48 人
　死　亡 35 人
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85
歳

新
田　

シ
マ 

粟
田
１ 

80
歳

山
城
ゆ
き
子 

御
経
塚
３ 

73
歳

青
木　

常
吉 

扇
が
丘 

70
歳

渡
部　

光
江 

矢
作
４ 

77
歳

宮
田　

武
雄 

御
経
塚
３ 

82
歳

小
堀　

綾
子 

三
日
市
１ 

90
歳

中
村
外
喜
代 

矢
作
２ 

93
歳

吉
田　
　

壤 

稲
荷
２ 

83
歳

藤
田　
　

勇 

二
日
市
５ 

92
歳

漆
師　

文
子 

下
林
２ 

87
歳

髙
橋　
　

豊 

押
野
４ 

90
歳

氏
　
名

住
　
所

年
　
齢

お
く
や
み

木
下　

大た
い
せ
い誠

友
輔

祥
子
）
柳　

町

中
野　

遥は

る

や也

達
也

順
子
）
若
松
町

南
薗　

禅ゆ

ず

き紀

龍
司

絵
里
子
）
本
町
６

土
肥　

玄げ

ん

わ和

憲
太

衣
里
加
）
太
平
寺
１

竹
内　

陽ひ

な

み海

健
太

梨
紗
）
押
越
１

梅
原
陽ひ

ま

り

茉
里

丈
宏

瑶
子
）
横
宮
町

越
村　
　

将
し
ょ
う

修
久

美
紀
）
清
金
３

南
部　
　

善ぜ
ん

旨
利

早
和
）
二
日
市
５

田
中　

汰た

い

ち一

勇
輝

香
織
）
二
日
市
１

金
岩　

哲て
っ
ぺ
い平

宏
和

純
子
）
押
野
１

山
田　
　

樹
い
つ
き

　
　
　

葉は

づ

き月

裕
之

美
佳
）
押
越
１

久
山　

來ら

い

る琉

脩
悟

奈
緒
）
押
野
３

伊
藤　

匠た

く

み海

弘
己

真
梨
奈
）
郷　

２

柳
原　

莉り

こ子

健
二

寿
美
子
）
扇
が
丘

藤
川　

詳
裕　

扇
が
丘

表　

美
由
紀　

若
松
町
）
若
松
町

専
田　

雅
人　

白
山
市

辰
田　

彩
果　

白
山
市
）
新
庄
３

滝
本　

法
博　

太
平
寺
２

川
崎

日
和

押
野
５
）
押
野
５

𠮷
田　

直
人　

御
経
塚
５

沖　
　

里
美　

白
山
市
）
御
経
塚
５

高
橋　

好
太　

三
納
２

竹
内　

沙
貴　

金
沢
市
）
三
納
２

小
坂　

啓
太　

住
吉
町

丹
羽　

真
希　

金
沢
市
）
住
吉
町

西
田
陽
一
郎　

御
経
塚
１

吉
田　

枝
里　

埼
玉
県
）
御
経
塚
１

成
田　
　

旬　

三
納
２

神
野　

菜
未　

三
納
２
）
三
納
２

西
出　

晃
洋　

三
納
３

堀　
　

風
香　

白
山
市
）
三
納
３

児
玉　

慶
太　

二
日
市
３

林　
　

裕
里　

二
日
市
３

）
二
日
市
３

沢
田　

浩
貴　

新
庄
１

三
枝　

美
穂　

中
能
登
町

）
新
庄
１

鈴
木　

佑
治　

二
日
市
２

岡
田
磨
衣
子　

二
日
市
２

）
二
日
市
２

長
田　

嘉
文　

白
山
市

藤
田　

理
惠　

押
野
１
）
押
野
１

牧
田　

光
平　

新
庄
２

高　
　

和
可　

金
沢
市
）
新
庄
２

谷
川　

博
貴　

若
松
町

林　

万
梨
亜　

若
松
町
）
若
松
町

喜
多　

明
生　

金
沢
市

林　
　

歩
佳　

能
美
市
）
堀
内
３

ののいちふれあい通信
8:00～8:30、18:00～18:30

デジタルハイビジョン009ch

ラジオ広報

テレビ広報

声で聴く「広報野々市」
問い合わせ 橋野 千恵子
（☎248-2521）

音訳グループ「カミーリア」が、毎月広報野々市を録音したテー
プを作っています。また、地域ポータルサイト「ののいちタウン
情報局」でも、聞くことができます。目の見えない人だけでなく、
活字が読みにくくなったという人もご利用ください。

えふえむ・エヌ・ワン

金沢ケーブルテレビネット

ホームタウン野々市
月～金／ 6:30～7:00、11:15～11:55、16:00～17:00

FM放送 76.3MHz

古紙配合率100％再生紙を使用しています

ののいちふれあい通信
8:00～8:30、18:00～18:30

デジタルハイビジョン009ch

ラジオ広報

テレビ広報

声で聴く「広報野々市」
問い合わせ 橋野 千恵子
（☎248-2521）

音訳グループ「カミーリア」が、毎月広報野々市を録音したテー
プを作っています。また、地域ポータルサイト「ののいちタウン
情報局」でも、聞くことができます。目の見えない人だけでなく、
活字が読みにくくなったという人もご利用ください。

えふえむ・エヌ・ワン

金沢ケーブルテレビネット

ホームタウン野々市
月～金／ 6:30～7:00、11:15～11:55、16:00～17:00

FM放送 76.3MHz

古紙配合率100％再生紙を使用しています

パソコン、スマートフォンのアプリでも聴けます！
FM-N1ホームページからクリック！
▶http://fmn1.jp/

編
集
後
記

野々市検定回答
（問題は 10ページ）

【第 1問】Ｃ　水鉄砲合戦～野々市の乱～
今年初開催となった水鉄砲合戦。猛烈な暑さの中で冷たい水を
使った競技ということもあり、参加者の笑顔がとても印象的で
した。
【第 2問】C　ソフトボール　
今年は一般・壮年男女合わせて７種目で優勝を果たしました。
来年はさらなる活躍が期待されます。
【第 3問】D　カニーノ
カニの兄弟の冒険を題材に描かれたこの作品。15分という短
い時間の中でどんな物語が待っているのか楽しみですね。

●
学
び
の
杜
の
の
い
ち　
カ
レ
ー
ド
で
実
施
さ
れ
た
こ
ど
も

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
２
０
１
８
の
取
材
で
は
小
学
生
の
成
長
に
驚

か
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
子
ど
も
た
ち
に
体
験

の
機
会
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
グ
ル
ー
プ
の
中
で
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
持
た
せ
た
り
、
み
ん
な
で
意
見
を
出
し
合
っ

て
物
事
を
決
め
る
な
ど
、
運
営
方
法
に
工
夫
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。
は
じ
め
は
少
し
頼
り
な
か
っ
た
の
に
、
体
験
が
終
わ

る
頃
に
は
す
っ
か
り
リ
ー
ダ
ー
の
風
格
が
漂
う
子
も
多
く
見

ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
ス
ピ
ー
ド
に
驚
く
と
と
も
に
頼

も
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
Ｔ
・
Ｋ
）

●
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
、
野
々
市
じ
ょ
ん
か
ら
ま
つ
り
！
何

十
年
か
前
に
な
る
小
学
生
の
時
。
年
に
１
度
の
じ
ょ
ん
か
ら

ま
つ
り
が
夏
の
楽
し
み
で
し
た
。
母
に
浴
衣
を
着
せ
て
も
ら

う
こ
と
、
屋
台
で
は
し
ま
き
を
食
べ
る
こ
と
…
！
道
路
に
、

赤
と
白
の
ち
ょ
う
ち
ん
が
飾
ら
れ
る
の
を
見
る
と
本
当
に

ワ
ク
ワ
ク
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
ま
つ
り
に
来
て
い
た

子
ど
も
た
ち
を
見
て
、
こ
の
子
た
ち
に
と
っ
て
も
忘
れ
ら
れ

な
い
思
い
出
に
な
っ
た
ら
い
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
今
月

号
に
は
、
会
場
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

思
い
出
の
記
録
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！　
　
　
（
M 

・
Ｋ
）

いち
市内で活躍する人を紹介します。

　
「
子
育
て
支
援
の
隙
間
を
埋

め
ら
れ
た
ら
良
い
で
す
ね
」
と

話
す
の
は
荒
舘
麻
由
子
さ
ん
。

荒
舘
さ
ん
は
、
子
育
て
支
援
施

設
で
働
き
な
が
ら
、
市
民
活
動

支
援
検
討
委
員
な
ど
を
精
力
的

に
務
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
元

保
育
士
の
経
験
を
生
か
し
て

子
育
て
支
援
団
体M

ady's 
Land

（
マ
デ
ィ
ー
ズ
ラ
ン
ド
）

を
運
営
。
悩
み
を
共
有
す
る
こ

と
で
安
定
し
た
気
持
ち
で
赤

ち
ゃ
ん
に
接
す
る
『
親
子
の
絆
』

作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

も
れ
の
な
い
支
援

　

子
育
て
支
援
の
ほ
と
ん
ど

は
、
年
齢
や
状
況
に
応
じ
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
タ

イ
ミ
ン
グ
や
環
境
次
第
で
、
支

援
や
相
談
が
難
し
い
場
合
も
あ

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、

保
育
園
児
の
母
親
は
保
育
園
な

ど
気
軽
に
育
児
相
談
が
出
来
る

場
所
が
あ
り
ま
す
が
、
未
就
園

児
の
場
合
そ
れ
が
難
し
い
環
境

に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
子
育
て

支
援
の
隙
間
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

支
援
が
途
切
れ
な
い
よ
う

に
、
特
に
悩
み
を
抱
え
込
み
や

す
い
妊
婦
期
か
ら
乳
児
期
の
子

を
持
つ
マ
マ
た
ち
の
お
手
伝
い

を
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
子

育
て
家
庭
が
、
気
軽
に
何
で
も

話
せ
る
居
場
所
作
り
を
通
し

て
、
子
育
て
支
援
の
隙
間
を
補

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
協
働
の
タ
ネ

　

日
頃
の
活
動
の
至
る
所
に
協

働
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
子
育

て
の
お
手
伝
い
で
も
、
気
が
付

け
ば
協
働
だ
っ
た
ね
と
い
え
る

取
り
組
み
に
し
た
い
で
す
ね
。

プロフィール
名前　あらだち　まゆこ　
誕生日　９月９日
出身地　野々市市
野々市に住んで約 35年
趣味　旅行
　　　着物　　　

荒舘　麻由子さん
（矢作３）

72

Mady's Landでシェアしよう！
楽しめる子育てのお手伝い

今月の
表紙

廣
岡　

慎
也　

下
林
４

中
道　
　

瞳　

下
林
３
）
下
林
４

斉
藤　

哲
也　

押
野
７

荒
木　

未
歩　

押
野
７
）
押
野
７

北
川　
　

将　

下
林
４

鈴
木　
　

茜　

金
沢
市
）
下
林
４

立
澤　

拓
也　

堀
内
５

白
﨑　

千
晴　

加
賀
市
）
堀
内
５

　今月は第37回野々市じょんから
まつりでの１枚です。７月28日㈯
に行われた野々市じょんから踊り大
会では子どもの部に11チーム116
人、一般の部に23チーム249人が
参加し、昨年を上回る参加人数とな
りました。大会にはおそろいの衣装
で参加するチームが多く、野々市じょ
んから節の音に合わせて白や黄、赤
や水色など鮮やかな衣装に身を包ん
だ参加者が見事な舞を披露しました。



 募集中！
　発行月に１歳になる市内に住む子どもの写真を募集していま
す。子どもの写真（データ推奨）に❶子どもの氏名・ふりがな 
❷生年月日 ❸性別 ❹住所 ❺両親の氏名・ふりがな ❻日中に
連絡が取れる電話番号 ❼一言コメント（子どもが話す立場で
15文字以内）を添えてメール、郵送または持参で応募してく
ださい。（メールに写真データを添付しての応募を推奨します。
その場合はタイトルを「ののいちっ子応募」としてください。
現像写真を郵送または持参する場合、写真は返却しません）

次号は10月生まれです。
募集期間　９月11日（火）まで（応募多数は抽選）
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野
々
市
　
第
762
号　
平
成
30
年
９
月
発
行

９月生まれ

ス
イ
ミ
ン
グ
楽
し
い

な
♡
潜
れ
る
よ

H29.9.15 生まれ

岡
おかむら
村 すみれ ちゃん
（稲荷４）

父：佑司さん　母：牧子さん

水
遊
び
だ
ー
い
好
き

H29.9.13 生まれ

加
か も が わ
茂川 るり ちゃん
（三日市２）

父：誠さん　母：えりさん

食
い
し
ん
坊
怪
獣

だ
ぞ
ー
★
ガ
ォ
ー

H29.9.10 生まれ

源
げんだ
田 陽

ひい ろ
彩 くん

（新庄３）
父：裕希さん　母：紗也加さん

元
気
い
っ
ぱ
い
に

あ
そ
ぶ
よ
ー
！

H29.9.28 生まれ

小
こむろ
室 颯

そう た
太 くん

（徳用２）
父：雅弘さん　母：智子さん

も
う
す
ぐ
歩
け
る

よ
う
に
な
る
よ
！

H29.9.27 生まれ

上
うえにし
西 凪

なぎ さ
紗 ちゃん

（押野７）
父：順也さん　母：小百合さん

お
姉
ち
ゃ
ん
と

仲
良
く
あ
そ
ぶ
よ
♡

H29.9.21 生まれ

鹿
か の
野 絢

あや な
愛 ちゃん

（新庄１）
父：慎司さん　母：貴子さん

い
つ
も
ぽ
け
ぽ
け

し
て
ま
〜
す

H29.9.15 生まれ

辻
つじ
 峻
しゅんや
也 くん

（御経塚１）
父：晃典さん　母：里佳子さん

お
兄
ち
ゃ
ん

仲
良
く
し
て
ね
♡

H29.9.27 生まれ

野
のはら
原 朱

あか り
莉 ちゃん

（白山町）
父：直人さん　母：美緒さん

あ
と
少
し
で

歩
け
る
よ
♪

H29.9.6 生まれ

東
ひがし
 月
つきの
乃 ちゃん

（下林４）
父：秀徳さん　母：陽子さん

特
技
は
と
び
っ
き
り

の
笑
顔
だ
よ
！

H29.9.18 生まれ

堀
ほり
 莉
り お な
緒奈 ちゃん
（中林１）

父：祐太郎さん　母：理紗さん

ニ
コ
ル
と
遊
ぶ
の

だ
ー
い
す
き

H29.9.21 生まれ

谷
たにぐち
口 みなみ ちゃん
（押野２）

父：充さん　母：早希さん

★抽選結果などについて、発行前の事前連絡はありません。
★ 申し込みにあたり、PDF 版のホームページやマチイロへの
掲載に同意したものとします。
★ メールでの申し込みの場合、メールのデータサイズを３MB
未満にしてください。携帯電話からの応募の場合、写真のサ
イズを最大にしてください。コメントは絵文字を使わずに、
（ハート）、（星）、（音符）、（笑顔）というように代替表記し
てください。
 　〒 921－ 8510　石川県野々市市三納一丁目 1番地
 野々市市役所　企画振興部　市民協働課　☎ 227－ 6056
 mail: kyoudou@city.nonoichi.lg.jp

環境にやさしい植物油インク、有害な
廃液を出さない「水なし印刷」方式、
読みやすい「ユニバーサルデザイン
フォント」を採用しています。




